
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
も
「
中
国
か
ら

飛
来
す
る
微
小
粒
子
状
物
質
『PM2.5

』

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
大
気

汚
染
や
健
康
被
害
も
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
目
に
見
え
な
い
空
気
の
汚
れ
に

不
安
を
感
じ
る
人
も
多
い
」

(

毎
日
新
聞
四
月
九
日
付)

と
あ
る
よ
う

に
、
中
国
か
ら
飛
来
す
るP

M2
.
5

を
警

戒
す
る
記
事
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
影
響
か
ら
か
、
市
民
の

中
で
は
「
中
国
か
ら
のP

M
2
.5

で
私
た

ち
の
健
康
が
脅
か
さ
れ
る
」
と
の
誤

解
も
招
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
、P

M2
.
5

に
よ
る
健
康
被
害

は
、
長
年
の
日
本
の
車
の
排
気
ガ
ス

な
ど
の
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
こ
れ

ま
で
の
調
査
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
し
、
現
在
の
環
境
状
況
も
中

国
の
影
響
で
悪
化
し
て
い
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
環
境
省
も
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
中
国
か
ら
のP

M
2.
5

が
発
生
源
で
は
な
い
の
で
す
。

P
M2
.
5

の
問
題
に
つ
い
て
、
正
し
い

情
報
を
し
っ
て
い
た
だ
き
、
正
し
く

対
応
し
て
い
く
た
め
の
府
民
学
習
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

主
催
は
大
阪
民
医
連
や
日
中
大
阪

府
連
な
ど
七
団
体
で
す
。
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私
の
所
属
す
る
紫
金
草
合
唱
団
は
、

ま
だ
冬
の
寒
さ
が
残
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
三
月
二
四
日
か
ら
二
九
日
に
か

け
て
訪
問
し
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
で
公
演
を
行
い

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
南
京
な
ど

中
国
で
七
回
に
わ
た
っ
て

公
演
し
て
き
ま
し
た
が
、

中
国
以
外
で
は
初
め
て
の

海
外
公
演
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
文
化
交
流
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
福

祉
団
体
の
バ
レ
ー
や
ゴ
ス

ペ
ル
合
唱
団
な
ど
の
出
演

が
あ
り
、
私
た
ち
は
組
曲
「
紫
金
草
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。

涙
を
拭
き
な
が
ら
聞
き
入
る
人
、

鳴
り
止
ま
な
い
拍
手
の
中
、
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
オ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
起
こ

り
ま
し
た
。
中
国
で
の
悲
惨
な
経
験

を
通
じ
て
、
二
度
と
戦

争
を
起
こ
さ
な
い
と
の

「
紫
金
草
」
の
合
唱
に

込
め
た
平
和
と
人
間
愛

へ
の
思
い
が
伝
わ
り
、

大
き
な
絆
が
で
き
た
と

思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
公
演
旅
行
で
は
、
初

対
面
の
外
国
人
の
私
た
ち

と
も
壁
を
作
ら
な
い
フ
ラ

ン
ク
さ
、
目
を
引
く
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
で
歩
く
い
ろ
ん
な

色
を
し
た
人
た
ち
、
様
々

な
国
の
言
葉
が
飛
び
交
う

街
の
賑
わ
い
な
ど
、
ア
メ

リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
可

能
性
を
肌
で
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
建
国
の
歴
史
が
、

建
物
や
通
り
の
名
称
か
ら
振
り
返
る

こ
と
が
出
来
、
耳
に
も
な
じ
ん
で
い

る
地
名
・
人
名
の
足
跡
な
ど
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
身
近
に
し
ま
し
た
。
日
本

は
責
任
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
従
軍

慰
安
婦
の
碑
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

裁
判
所
の
隣
に
た
っ
て
い
る
こ
と
も
、

ア
メ
リ
カ
の
懐
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

人
口
十
万
人
の
チ
ャ

イ
ナ
タ
ウ
ン
は
、
長
女

が
ア
メ
リ
カ
に
嫁
い
で

い

る

藤

後

博

巳

さ

ん

（
日
中
友
好
協
会
大
阪

府
連
顧
問
）
が
、
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
は
中
国
人
が
多

い
か
ら
、
中
国
語
だ
け

で
不
自
由
し
な
い
」
と
い
っ
て
案
内

し
て
く
れ
ま
し
た
。

中
国
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
演
旅
行
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
ア
メ
リ
カ
の
新
た
な
発
見
と
、

平
和
、
友
好
に
と
っ
て
、
国
民
同
士

の
自
主
的
な
文
化
交
流
が
、
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
知
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
（
理
事
・
土
井
一
正
）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
紫
金
草
を
合
唱

中
国
か
ら
米
国
へ
公
演
旅
行

６/１(土)１４：００～６/２(日)１５：００

大会は静岡県内で開催します。

大会祝賀会は、大会初日の会議終了後に行な

います。会場は参加者に直接お知らせします。

大会参加費は宿泊代込みで１７，０００円です。

大会参加希望の方は府連事務局までご連絡ください。

第６２回全国大会が開かれます
会 場：大阪グリーン会館(地下鉄南森町)

６月１６日（日）１０：００～１２：３０

大会終了後、同じ会場で学習会を開きます。

１３：３０～１６：３０、多数ご参加下さい。

田中 仁 大阪大学法学研究科教授が、日中関係と

中国の政治経済について講演します。

大阪府連大会が開かれます

健
康
を
守
る
た
め
の
学
習
会

正
し
く
知
ろ
う
Ｐ
Ｍ2

.5

と
中
国
事
情

学
習
会
の
ご
案
内

五
月
二
六
日(

日)

午
後
一
時
〜
四
時
半

大
阪
民
医
連
会
議
室

創
建
本
町
ビ
ル

（
中
央
区
南
本
町
二-

一-

八
）

地
下
鉄
堺
筋
本
町
駅
下
車
す
ぐ

山
本
恒
人
さ
ん
（
大
阪
経
大

教
授
）

と
、
嵯
峨
井
勝
さ
ん

（
つ
く
ば
健
康
生
活
研
究
所
代
表
）

が
お
話
し
ま
す

。

資
料
代
・
五
〇
〇
円
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今
、
中
国
で
は
急
速
な
経
済
発

展
の
も
と
深
刻
な
環
境
問
題
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
「
世
界
で
最
も

遠
い
距
離
は
王
府
井
で
、
つ
な
い

で
い
る
君
の
手
を
引
っ
張
っ
て
も

顔
が
見
え
な
い
ほ
ど
の
も
の
だ
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
の
、
猛
烈
な

大
気
汚
染
で
す
。

呼
吸
器
症
状
を
表
す
「
北
京
咳b

e
ij
in
gk
e

」
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ

て
い
ま
す
。
少
し
前
に
ヒ
ッ
ト
し

た
映
画
『
十
面
埋
伏
』
邦
題
『
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
』
を
も
じ
っ
て
「
十

面
霾
伏s

h
i
m
i
a
n
m
a
i
f
u

（
あ
ち
こ

ち
で
土
煙
・
も
や
）
」
は
北
京
だ

け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

一
方
、
日
本
で
は
「
Ｐ
Ｍ2

.
5

っ

て
？
イ
レ
ブ
ン
ｐ
ｍ
や
っ
た
ら
知
っ

て
る
け
ど
・
・
・
。
午
後
二
時
半
？
」

そ
れ
は
直
径
が2

.
5

マ
イ
ク
ロ

（
百
万
分
の
一
）
メ
ー
ト
ル
以
下

の
小
さ
な
小
さ
な
粒
子
で
化
石
燃

料
や
草
木
な
ど
が
燃
え
た
と
き
に

発
生
し
ま
す
。
タ
バ
コ
の
副
流
煙

に
も
多
く
含
ま
れ
ま
す
。

六
・
七
年
前
、
禁
煙
を
推
進
す

る
医
師
や
研
究
者
が
そ
の
危
険
性

を
訴
え
ま
し
た
。
居
酒
屋
や
パ
チ

ン
コ
屋
の
店
員
さ
ん
、
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
さ
ん
な
ど
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
時
は
マ
ス
コ
ミ
は
さ
ほ
ど
反
応

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
中
国
か
ら
飛

来
す
る
黄
砂
の
中
に
、
こ
う
い
う

細
か
な
粒
子
が
含
ま
れ
る
と
な
る

と
大
騒
ぎ
で
す
。

わ
が
国
に
は
憲
法
を
変
え
て
戦

争
が
で
き
る
国
に
し
よ
う
と
す
る

勢
力
と
ア
メ
リ
カ
の
傘
の
も
と
に

入
れ
よ
う
と
す
る
勢
力
が
い
ま
す
。

彼
ら
は
叫
び
ま
す
。
一
方
的
に

国
有
化
し
た
尖
閣
諸
島
を
守
る
に

は
軍
備
を
増
強
す
べ
き
だ
。
や
っ

ぱ
り
米
軍
の
軍
事
力
は
必
要
だ
。

中
国
と
仲
良
く
す
る
な
ん
て
と
ん

で
も
な
い
、
農
業
や
医
療
、
保
険

制
度
を
つ
ぶ
し
て
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

加
わ
る
べ
き
だ
。

P
M
2
.
5

も
中
国
絡
み
と
な
る
と
、

マ
ス
コ
ミ
は
取
り
上
げ
ま
す
。
（
Ｉ
）

四
月
か
ら
府
連
な
ん
ば
教
室
や

西
支
部
教
室
が
開
講
し
ま
し
た
。

新
し
い
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
受

講
生
の
ご
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す
。

六
月
に
は
初
段
審
査
が
行

な
わ
れ
ま
す
。
筆
記
試
験

も
有
り
、
説
明
会
に
は
各

教
室
か
ら
二
八
名
が
参
加

し
て
、
熱
心
に
受
験
勉
強

を
し
て
い
ま
し
た
。

日
中
友
好
協
会
・
太
極

拳
普
及
三
六
周
年
記
念
・

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
太
極
拳
ま
つ
り
が
、

十
一
月
十
六
・
十
七
の
両
日
、
大

津
市
・
県
立
武
道
館
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
ア
ヤ
ハ
レ
ー
ク
サ
イ
ト
ホ

テ
ル
宿
泊
予
約
も
百
二

十
名
を
確
保
し
、
地
元

の
市
村
祥
三
滋
賀
支
部

事
務
局
長
以
下
、
ま
つ

り
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
が
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

参
加
要
項
は
太
極
拳

教
室
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

秋
に
普
及
３
６
周
年

太
極
拳
ま
つ
り
を
開
催

深
刻
な
環
境
問
題
が
発
生

大
気
汚
染
で
北
京
咳
や
十
面
霾
伏

日
本
で
も
数
年
前
か

ら
環
境
汚
染
を
指
摘

阪急梅田駅・茶屋町出口から徒歩１分、

発音の基本から文法、日常会話の完成をめざす、

親切丁寧な授業が特徴です。途中入学もＯＫです。

4/1～9/14 週一回・２時間授業・２０回

初心者から上級まで20数クラス有ります

入学金：18,000円、受講料：48,000円

4月から中国語講座開講中

５月３１日(金)～６月５日(水）
エルおおさか・ギャラリー
後援：日中友好協会大阪府連合会

第３６回全大阪きりえ美術展

天安門がかすんでいます

〜
今
を
生
き
る
あ
な
た
の
心

に
届
け
た
い
感
動
の
舞
台
〜

神
田
さ
ち
子
一
人
芝
居
大
阪
初

公
演
が
、
堺
市
立
栂
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
で
、
六
月
九
日
午
後
二
時

か
ら
開
演
し
ま
す
。
入
場
料
は
、

前
売
り
券
二
五
〇
〇
円
、
当
日
券

３
千
円
で
す
。
日
中
大
阪
府
連
事

務
局
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

漫
画
家
・
ち
ば
て
つ
や
さ
ん
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

「
帰
っ
て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
は
、

何
年
も
前
か
ら
、
日
本
中
の
あ
ち

こ
ち
で
人
々
を
感
動
さ
せ
て
き
た

実
話
を
も
と
に
作
ら
れ
た
お
芝
居

な
ん
だ
。

終
戦
後
、
重
な
る
不
運
で
中
国

か
ら
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
残
留
婦
人
の
波
乱
万
丈
の
半
生

を
描
い
て
い
る
。

僕
も
ま
た
お
ば
あ
さ
ん
に
会
い

に
い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
ん
だ
」

中
国
残
留
婦
人
の
半
生
を
描
く
一
人
芝
居

『
帰
っ
て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
』


